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茨城県総合がん対策推進計画―第五次計画―施策の概要 

施策の項目 

○がんに関する正しい知識の普及 
・がん教育の推進、科学的根拠に基づく信頼性の高いがん情報提供の推進 

○がん予防対策の推進 

・がん予防推進員の養成及び活動促進 

・たばこ対策、生活習慣改善の推進、感染症対策の推進 

主な施策の内容 

○院内がん登録の推進 

・予後情報を付与した院内がん登録の推進 

○がん登録情報の利活用 

・全国がん登録、院内がん登録データの利活用推進 

○がん研究の推進 

・調査研究及び臨床研究の推進、QI（Quality Indicator）研究の推進 

○検診受診率の向上 

・効果的な受診勧奨・再勧奨の推進、がん検診を受けやすい環境の整備 

○検診精度の向上 

・がん検診追跡調査等事業による精密検査受診の支援、精度管理の充実 

○科学的根拠に基づくがん検診の実施 

 
 

 

 

 
 

Ⅰ がん医療提供体制の整備 

○がん医療提供体制の構築 

・がん医療提供体制の均てん化及び集約化、がんゲノム医療 

・ライフステージに応じたがん医療及び療養環境の整備、妊孕性温存療法等、

社会連携に基づくがん対策・患者支援 

○がん治療体制の充実とチーム医療の推進 

・手術療法・放射線療法・薬物療法の治療体制の充実 

・チーム医療、がんのリハビリテーション、支持療法の推進 
 

Ⅱ がんと診断された時からの緩和ケアの推進 

○基本的緩和ケアの推進 

・医療従事者に対する緩和ケア研修 

○専門的緩和ケアの提供体制 

・二次医療圏の枠組みを超えた緩和ケア対応や高度な緩和ケアの提供 

○在宅緩和ケア提供体制 

・地域緩和ケア連携調整員の育成 

○県民への普及啓発について 

・緩和ケアや医療用麻薬に関する適切な啓発 

Ⅲ 生活支援体制の整備 

○がんに関する相談支援体制の整備 

 ・拠点病院の相談支援センターを中核とした多様な相談体制の充実 

（いばらき みんなのがん相談室、ピアサポート、患者サロン等） 

○がん患者の離職防止や再就職のための就労支援体制の整備 

・地域における就労支援の関係者による連携 

○生活者の視点に立った相談支援体制の整備 

 ・「いばらきのがんサポートブック」の活用、在宅療養 

・就労以外の社会的な問題への対応（アピアランスケア等） 
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